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メ. 4 區ダ 



の 跡 を 一間と は 後れぬ という 駆 歩の 達者で ある。 この 

梅 吉が隊 の 士卒 を 駆け抜けて、 隊旗を 奪って 行く 水兵 

に 追い 鎚 つた。 手に 持った 鳶口 は 風 を 切って かの 水兵 

の 脳天に 打ち 卸された。 水兵 は 一声 叫んで 仰向に 倒れ 

た。 梅 吉は隊 旗 を 取り返した。 

これ を 見て 端艇に 待って いた 水兵が、 突然 短銃で 一 

斉射 撃 をした。 

両 隊長が 咄嗟の 間に 決心して 「撃て」 と 号令した。 

ちょう 

待ち兼ね ていた 兵卒 は 七十 余 挺の 銃口 を 並べ、 上陸 

兵 を 収容して いる 端艇 を 目 当に 発射した。 六 人ば かり 

の 水兵 はばら ばらと 倒れた。 負 HI して 水に 落ちた もの 



吉を 以て、 両 隊長に 勤 事控の 見舞 を 言わせた。 両 隊長 

さと 

は 長 尾に 申し出た 趣意 を 配下に 諭した。 

そのうち 京都から 土 佐 藩の 歩兵 三 小隊が 到着して、 

長 堀の 藩邸 を警 固して 厳重に 人の 出入 を 誰何す る こと 

になった。 

次いで 前 土 佐 藩主 山 内 土 佐守豊 信の 名代と して、 家 

かなえ 

老深尾 鼎 が 大目 附小南 五郎右衛門 と共に 到着した。 

ていはく ヴェ ニュス 

これ は 大阪に 碇泊して いる フランス 軍艦 Venus 〔# 

「e」 はァク サン (- ) 付き〕 号から、 公使 Leon 〔# 「e」 

はァク サン (- ) 付き〕 noche が 外国 事務 係へ 損害 

要償の 交渉 をした ためで ある。 公使の 要求 は 直ちに 朝 



議の容 るると ころと なった。 土 佐 藩主が 自ら ヴェ 二 ュ 

ス 号に 出向いて 謝罪す る ことが 一 つ。 堺で土 佐 藩の 隊 

を 指揮した 士官 一 一人、 フランス 人 を 殺害した 隊の 兵卒 

二十 人 を、 交渉 文書が 京都に 着いた 後 三日 以内に、 右 

の 殺害 を 加えた 土地に 於いて 死刑に 処 する ことが 二 つ _ 

ふじょ 

殺害 せられた フランス 人の 家族の 扶助料と して、 土 佐 

どる 

藩主が 十五 万 弗 を 支払う ことが 三つで ある。 この 処置 

のために は、 藩主 は 自ら 大阪に 来べき であった が 病気 

のた め 家老 を 名代と して 派遣した ので ある。 

深 尾に 附 いて 来た 下 横目 は 六番、 八 番両歩 兵隊の 士 

卒 七十 三人 を、 一人ず つ 呼び出して 堺で 射撃した か、 



取次 役 は 奥の間へ 出入して 相談す る 様子で あつたが、 

暫 くして 答えた。 

「折角の 申出で は あるが、 それ は 相 成らぬ。 おのおの 

力ま. 《 

はお 構の 身分 じ や。 夜中に 推参して、 奉行 衆に 逢い 

たいと 云う の は 宜しくない」 と 云う ので ある。 十六 人 

はお こった。 

「それ は 怪しからん。 お 構の 身と は 何事 じ や。 我々 は 

皇国の ために 明日 一 命を棄 てる 者 共 じ や。 取次 をせ ぬ 

なら、 頼まぬ。 そこ を 退け。 我々 はじきに 通る」 

一 同 は 畳 を 蹴立てて 奥の間へ 進もうと した。 

奥の間から 声が した。 



「いずれも 暫く 控えて おれ。 重役が 面会す る」 と 云う 

ので ある。 

ふすま 

襖 を あけて 出た の は、 小 南、 林と 下 横目 数人と であ 

る。 

一 同 礼 をした 上で、 竹 内が 発言した。 

「我々 は 朝 命 を 重んじて 一 命 を 差し上げる もので ござ 

います。 しかし 堺 表に 於いて 致した 事 は、 上官の 命令 

を 奉じて 致しました。 あれ を 犯罪と は 認め ませぬ。 就 

みょう もく 

いて は 死刑と 云う 名目に は 承服が 出来 兼ねます。 果 

して 死刑に 相違ないなら、 死刑に 処 せられる 罪名が 承 

りとう ござ います I 



一同 奥の間 を 睨んで 待って いたが、 小 南 は なかなか 

出て 来ない。 

「どうした のだろう」 

「油断す るな」 

こんな ささやきが 座中に 聞え る。 

やや す こぶ 

良 暫くして 小 南が 又 出た。 そして 頗る 荘重な 態度 

で 云った。 

も-つし じょう 

「只今の おのおのの 申 条 〔# 「おのおのの 申条」 は 

底本で は 「おのおの 申条」 と 誤記〕 を 御名 代に 申し 上 

そもそも 

げた。 それに 就いて 御沙汰が あるから 承れ。 抑々 この 

度の 事件で は、 お 上 御 両所共 非常な 御 心痛で ある。 太 



守 様 は 御 不例の 所 を、 押して 長髪の まま 大阪 へお 越に 

なり、 直ちに フランス 軍艦へ 御 挨拶に お出に なって、 

は 10 '力 

そのまま 御 帰国な された。 君 辱し めら るれば 臣 死す 

とも 申す ではない か。 おのおの 御沙汰 を 承った 上で、 

仰せ付けられた 通、 穏 かに 振舞ったら 宜しかろう。 こ 

れ から 御沙汰 じ や。 この度 堺 表の 事件に 就いては、 外 

国との 交際 を 御一新 あらせられる 折 柄、 公法に 拠って 

御 処置 あらせられる 次第で ある。 即ち 明日 堺 表に 於て 

切腹 仰せ付けられる。 いずれも 皇国の ため を 存じ、 難 

有く ぉ受 いたせ。 又歴々 のお 役人、 外国 公使 も 臨場せ 

あら. P 

られる 事で あるから、 皇国の 士気 を顕 すよう 覚悟い 



慶応 三年 十一月で、 僅か 三 箇月 勤めて いるう ちに、 堺 

の 事件が 起った。 そういう 履歴の 人 だから、 箕浦は 詩 

たしみ 

歌の 嗜 も あり、 書 は 草書 を 立派に 書いた。 

文房具 を 前に 置かれた 時、 箕浦 は、 

「甚だ 見苦し ゆう は ございます るが」 と 挨拶して、 

腹稾 〔# 底本で は 「稾」 の 「禾」 の 部分が 「木」、 昭和 

g 年 5 月^日 M 刷 改版から 「稾」 を そのまま 使用して 

いるた め、 このまま 「稾」 を 採用〕 の 七 絶 を 書いた。 

ようふん を じょきゃくし こくおんに こたう けつぜん あに じん げん をせ いすべ けんや 

「除却 妖氛答 国恩。 決然 豈可省 人 言 。 

ただたい ぎ をして せんざ い に つたえし む い つ しがんら いろんず るに たらず 

唯教 大義 伝 千載。 一死 元来 不足 論」 攘夷 はま だ 

この 男の 本領で あつたので ある。 



たけざお た とま 

幕 を 引き 廻した 中に、 四 本の 竹竿 を竪 てて、 上に 苫が 

あ ら ノ 5 

葺 いて ある。 地面に は 荒 筵 二 枚の 上に、 新しい 畳 二 

おお もうせん 

枚 を 裏が えしに 敷き、 それ を 白木 綿で 覆い、 更に 毛氈 

一 枚 を 襲ね て ある。 傍に 毛氈が 畳んだ ままに 積み上げ 

て あるの は、 一人々々 取り替える ためであろう。 入口 

の 側に 卓が あって、 大小が 幾 組 も 載せて ある。 近づ 

やしき 

いて 見れば、 長 堀の 邸で 取り上げられた 大小で ある。 

ついで ほうじ ゆいん 

人々 は 切腹の 場所 を 出て、 序に 宝珠 院の 墓穴 も 見 

て 置こうと、 揃って 出掛けた。 ここに は 二列に 穴が 

ぢ お^-め 

掘って ある。 穴の 前に は 高さ 六尺 余の 大瓶が 並べ て あ 

る。 しかも それに は 一 々名が 書いて 貼って ある。 それ 



長 堀の 藩邸で、 警 固の 士卒が 二十 人の ものに 馳走 をし 

き 

た 時、 各 相談して 取り極め たので ある。 介錯 人の 姓名 

まぶち 

は、 元 六 番隊の 方で 箕浦 のが 馬 淵 〔馬場〕 桃太郎 〔# 

な 刷 時点で は 「〔場〕 桃 太郎」 だが、 ^刷 時点で は 「〔馬 

場〕 桃 太郎」 に 修正され ている〕、 池 上の が 北 川 礼 平、 

杉 本のが 池 七 助、 勝賀 瀬の が吉村 材吉、 山 本のが 森 常 

馬、 森 本のが 野 ロ喜久 馬、 北 代の が 武巿助 吾、 稲田の 

が 江 原 源 之 助、 柳 瀬の が 近 藤 茂 之 助、 橋 詰の が 山 田 安 

之 助、 岡 崎の が 土方 要 五郎、 川 谷の が 竹 本 謙 之 助、 元 

八 番隊の 方で、 西 村の が 小 坂 乾、 大石 のが 落 合 源 六、 

竹 内の が 楠 瀬 柳 平、 横 田の が 松 田 八 平 次、 土 居の が 池 



なる。 歩兵 小隊 司令に は慶応 三年 八月に なった。 西 村 

は 軍服 を 着て 切腹の 座に 着いた が、 服の 釦鈕を 一 つ 一 

つ 丁寧に はずした。 さて 短刀 を 取って 左に 突き立て、 

少し 右へ 引き 掛けて、 浅 過ぎる と 思ったら しく、 更に 

ゆる や 

深く 突き立てて 緩 かに 右へ 引いた。 介錯 人の 小 坂 は 

あ. T- 

少し 慌てたら しく、 西 村が まだ 右へ 引いて いるう ちに、 

背後から 切った。 首 は 三 間ば かり 飛んだ。 

次 は 池 上で、 北 川が 介錯した。 次の 大石は 際立った 

大男で ある。 先ず 両手で 腹 を 二三 度 撫でた。 それから 

刀 を 取って、 右手で 左の 脇腹 を 突き刺し、 左手で 刀 北 i 

を 押して 切り下げ、 右手に 左手 を 添えて、 刀 を 右へ 引 



九 人の もの は 細 川、 浅 野 両家で 非常に 優待 せられた。 

中に も 細 川 家で は、 元禄 年中に 赤 穂 浪人 を預 り、 万延 

元年に^ T 伊 掃 部 頭 を 刺した 水 戸浪 人 を 預リ、 今度で 三 

て い ちょ う 

度 目の 名誉 ある 御用 を 勤める の だと 云って、 鄭重の 

しま あわせ ねまき 

上に も 鄭重に した。 新調した 縞の 袷 を 寝 衣と して 渡 

す。 夜具 は 三枚 布団で、 足軽が 敷 畳 をす る。 隔日に 

据 風呂が 立つ。 手拭と 白紙と を 渡す。 三度の 食事に 必 

ず 焼物 付の 料理が 出て、 隊長が 毒見 をす る。 午後に 重 

詰の 菓子で 茶 を 出す。 果物が 折々 出る。 便 用に は徒士 

ちょうず ひしゃく 

二三 人が 縁側に 出張る。 手水の 柄杓 は 徒士が 取る。 夜 

は 不寝番が 附く。 挨拶に 来る もの は 縁 板に 頭を附 ける。 



は、 堺 事件の 人達 を 見に 出た 群集で 一 ぱいに なって い 

る。 南 会所で、 下 横目が 九 人の もの を 支配 方に 引き渡 

し、 支配 方 は 受け取って 各自の 親族に 預けた。 九 人の 

もの はこの 時 一 旦 1 書 遺髪 を 送って 遣った 父母 妻子に、 

久し 振の 面会 をした。 

五月 二十日に、 南 会所から 九 人の ものに 呼 出 状が 来 

た。 本人 は 巳の 刻、 実父 又は 実子の ある もの は、 その 

実父、 実子 も 巳の 刻 半に 出頭す べしと 云う ので ある。 

南 会所で は 目 附の出 座が あって、 下 横目が 三 箇条の 達 

ふちき リ まい わた リ かわかぎ リ るざい 

し をした。 扶持 切 米 召し 放され、 渡 川 限 西へ 流罪 仰 

はかま かたな ま 力 

せ 付けられる。 袴 刀の ままに て 罷り越して 好い と 云 



が 出来 難いと 云う ので ある。 目附は 当惑の 体で 云った。 

ちっとち 

不審 は 最 である。 しかし この度の 流刑 は 自殺した 十 

一 人の 苦痛に 準ずる 御 処分であろう。 枉げ てお 請 をせ 

られ たいと 云った。 九 人の もの は 苦笑して 云った。 十 

一 人の 死 は、 我々 も 日夜 心苦しく 存 ずる 所で ある。 そ 

の 苦痛に 準ずる と 云われて は、 論弁すべき 詞 がない。 

一 同お 請いた すと 云った。 

はかまぎた いとう 

九 人の もの は 流人と して 先例の ない 袴着 帯刀の 姿で 

ちっきょ からだ 

出立した が、 久しく 蟄居して 体が 疲れて いたので、 土 

佐 郡 朝 倉 村に 着いて から、 一 同 足 痛 を 申し立てて 駕籠 

ま，. こごお リこ. ゆう-こむら 

に 乗った。 配所 は 幡多郡 入 田 村 である。 庄屋 



十一 人のう ち 箕浦は 男子がなかった ので、 一時 家が 

断絶した が、 明治 三年 三月 八日に、 同姓 箕浦幸 蔵の 二 

くす きち かせき 

男 楠吉に 家名 を 立てさせ、 三等 下 席に 列し、 七 石 三 斗 

を 給し、 次で 幸 蔵の 願に 依て、 猪 之 吉の娘 を 楠 吉に配 

する Y とに な つ た。 

西 村 は 父 清左衛 門が 早く 亡くな つ て、 祖父 克 平が 生 

存 していた ので、 家督 を 祖父に 復 せられた。 後に は 親 

かけいう じ 

族筧氏 から 養子が 来た。 

小頭 以下 兵卒の 子 は、 幼少で も 大抵 兵卒に 抱えられ 

て、 成長した 上で 勤務した。 
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